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病理の視点から学ぶ；腫瘍内微小環境におけるマクロファージの役割

―基本から最近の話題まで
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近年、がんに対する免疫療法が多数の診療科で行われるようになり、がんに関わ
る医療関係者はがん免疫の理解が必要となっています。本セミナーでは私たちが
取り組んでいるマクロファージを中心としたがん微小環境の研究に関して紹介し
ます。山田壮亮教授との共同研究で進めている肝芽腫に関しての最新の研究結果
も報告します。

次世代北信がんプロ科目単位申請対象セミナーです。
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